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研究目的 

 近年、その需要が拡大しつつある Mobile Health (m-Health) システムの一つとして、スマートフォンと

ワイヤレス心電計を用いたウェアラブル心疾患監視・警報システムを開発し、それに用いる心電図解析アル

ゴリズムの性能評価を通して、当該システムの有用性を検討する。具体的には、心房細動に対するカテーテ

ルアブレーション術後患者の心房細動再発のモニタリングを行い、発作時の心電図における R波解析による

不整脈検出精度、不整脈の異常レベルの判断、警報送出の適切性を検証する 

 

研究成果  

アイルランド国 Shimmer 社からワイヤレス心電計の開発キットを購

入し、これに心電図解析アルゴリズムを実装するとともに、スマートフ

ォンには心電図のリアルタイム表示機能、心房細動検出時の警報発出機

能を実装して標記システムを開発した。心電計とスマートフォンとの通

信は Bluetooth で行う。筑波大学附属病院の入院患者データを用いて、

解析アルゴリズムの評価を行い、妥当性を確認した。

さらに、付属病院で術後患者を対象とした実証実験を

行うために、病院に臨床研究倫理審査の申請を行った。

3 月 14 日に審査されたが、国内で医療機器として認定

されたものしか患者への装着は認めないとのことで、

まだ実証実験には至っていない。 
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